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The aim of this study is to discuss the effective forestry revitalization by analyzing some local 
initiatives. 
The Japanese semimountainous area faces a social difficulty―decreasing birthrate and aging 
population. This causes the serious shortage of forestry workers. Residents in such regions like Kosuge 
village, the author's survey field, all complain about the deforestation simultaneously happens with rapid 
depopulation. Before discussing the forestry revitalization, the social disruption must be firstly solved.  
This paper argues forestry revitalization feasible by small local communities without depending on 
high-tech industrial interventions. 
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１．	 はじめに 
本研究では、中山間地域の林業活性化に繋がる効果的
な方法を、各地域で行われている事例から考察し提案す
る事が目的である。 
現在中山間地域の多くの村では少子高齢化が進み、林
業を担う人材が減少し続けており問題となっている。筆
者が実際に山梨県小菅村に訪れ住民の方の話を聞くと、
村の過疎化や森林荒廃への危機感が伝わってくる。林業
が活性化する以前に村自体の存続が危ういのである。 
林業活性化に本当に必要なことは、ハイテク技術や大
型木造建築の導入ではなく、地域に根付いた小さなコミ
ュニティーによって林業を活性化する方法があるのでは
ないかと考えた。 
 
２．	 日本の林業とドイツ林業	 
（１）日本の森林・林業の概要 
a)日本の林業の歴史と現状	 
昭和 20年～30年代に日本では戦後の復興のため、木材
需要が急増した。このため、政府は造林を急速に行うた
め拡大造林政策を行う。拡大造林政策により、伐採跡地
への造林や里山の雑木林や奥山の急峻な天然林の伐採が
行われた。拡大造林から約５０年となり、正しく管理、
手入れをされていれば十分に利用することができる木材
は林業の衰退に伴い、多くの針葉樹は間伐されたままそ
の場に放置され続け、山の荒廃の原因にもなってしまっ
ている。また林業就業者は、昭和 35 年には約 44 万人で
あったが、平成 17 年には 5 万人となり、昭和 35 年と比
較して、約 9分の 1 にまで減少している。	 
林業の新しい担い手不足と高齢化に伴い、日本各地の
森林は荒廃する一方である。	 
 
b)日本の林業の課題	 
木材生産の担い手不足昔は山村民が生業としてこれら
の作業を受け持ってきたのだが、代替エネルギーの出現
で木炭から石油へ変わり、労働力は都会に流出し、現在
の山村には労働力は常に不足しがちで老齢化が著しい。
これにともなって林業労働力の不足や	 賃金の高騰など
から、下草刈り、枝打ちなどの手入れの不実行はさらに
問題である。 
 
（２）多様な機能を持つドイツの森 
a)ドイツの国土と森林	 
ドイツは北緯 50度付近に位置し、冷温帯気候に属する
国である。国土面積は約 36万 k㎡、人口 8,200万人で国
土の 31％を森林が占めている。ドイツは長伐期・非皆伐
型林業が主流であり、天然更新によって林齢構成は 100
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年を超えて平準化が進んでいる。天然更新は皆伐と異な
り、次の世代への移行を絶え間なく継続的に行える方法
である。天然更新によって針葉樹林と広葉樹林を混ぜた
針広混交林が大部分を占め、自然に近い形に樹種が織り
混ざるドイツの森は土壌が豊かに保たれている。 
 
b)ドイツ林業のシステム 
現在、林業・木材関連産業は、生産額および就業者数
ともに、自動車、鉄鋼、機械、科学などに次ぐドイツの
主要産業である。	 
大・中・小経材の原木計測理論、原木階級の正確な査
定、データ化技術、需給情報の IT 化と高速ネット通信、
伐採・搬出・運搬の高性能機械化、林道のなどの基盤イ
ンフラの整備・充実、そしてこれらの高性能なシステム
を使いこなすことができる生産技術専門森林官が林業を
ドイツの主要産業として成り立たせている。	 
(３)日本林業の考察	 
現在日本では人口減少に伴う少子高齢化が深刻化して
いる。中山間地域では林業の新しいに無い手不足による
森林荒廃や過疎化によって限界集落となる村が多く存在
する。そのような村にドイツので行われている高度なイ
ンフラ整備や大型バイオマス発電、高性能林業機械など
の導入は困難である。 
そこで３章ではハード面での林業活性化の事例ではな
く、地域コミュニティーによって林業活性化の起点にな
るソフトな面での事例を取り上げ考察していく。 
 
３．	 地域コミュニティーにおける林業活性化の取
り組み 
(１)各地域の林業活性化の起点となる取り組みの事例	 
a)	 山梨県小菅村の地域住民との連携	 
山梨県小菅村は北に丹波山村、東に東京都奥多摩町、
南に大月村、西に塩山市が隣接し、多摩川を源流に持つ
山に囲まれた中山間地域の村である。 
小菅村の課題として一般的に言われているものは、少
子高齢化に伴う過疎化、農林地の放置化、産業の衰退な
どである。 
そこで東京農業大学や法政大学、大学サークルなど小
菅村では村の外とのコミュニティーを多く形成し、人の
流れを生み出している。 
 
b)木の駅プロジェクト	 
「木の駅」は高知県の NPO「土佐の森・救援隊」がはじ
めた間伐材と地域通貨の交換システムからはじまった。
山に放置されがちな間伐材などの林地残材を山林所有者
から引き取り、元の商店で利用できる地域通貨券を発行
することで、山林の間伐促進と地域経済活性化を同時に
図る取り組みである。2013 年の時点で３０の地域で実施
されている。	 
森林所有者や森林ボランティアが気軽に木材を搬出し
て収益を得ることを可能にし、このシステムを全国どこ
でも導入できるように標準化・定着させる取り組みが「木
の駅プロジェクト」と呼ばれる各地の取り組みである。	 
地域通貨によって地域の商店での買い物が増え、また
地域通貨を貰うために間伐材の搬出が増加するなど、相
乗効果が期待されているプロジェクトである。	 
 
 
c)岐阜市立三輪中学校(薪ストーブ)	  
	 	 	 	 	 ー中学生が行う里山整備と薪利用ー	 
岐阜市立三輪中学校は岐阜市の北東部に位置し、田畑、
森林が多くを占める豊かな自然環境が維持されている。 
三輪中学校では、2005 年度から、岐阜市ファミリーパ
ーク内の里山林を使った森林整備を実施している。現在、
三輪中学校では、1 年次に「里山学習」 として、1 年を
通して、地域の資源である自然 環境や里山を活用した教
育プログラムを実践している。自然観察、薪づくり、森
林整備(講義と実践)などに地域の美化活動などを組み合
わせている。 森林整備においては、ファミリーパーク内
の里山林での除伐や間伐作業と切倒した材を搬出し、薪
生産をしている。 
薪は、ファミリーパーク内の岐阜市少年自然の家での
宿泊学習の際の野外炊事に用いられる他、学校の図書室
に設置された薪ストーブへの燃料として供給される。学
校における防災訓練でも、学内に側溝と薪を使った炊出
訓練も実施している。さらに、地域の小学校の農業体験
における収穫祭(いいいもまつり)への薪提供、 市内の他
校(宿泊学習)への提供や、生徒らによる出前講座なども行
っている。搬出された材は、学校へ運ばれ自然乾燥後、
教員、用務員、生徒らによる薪割がされる。年間の活動
時間は、森林整備作業 5時間/人程度である。その他に竹
林整備やナメコの生産(2010 年度は 200 本)も行ってい
図１	 ドイツの針広混交林	 
図 2	 木の駅に間伐材を運搬する様子	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る。 
(２)事例からの考察	 
	 小菅村では地域住民と学生によるコミュニティーの形
成により、小菅村には絶えず若者が介入し、人材不足を
補い、学生は普段体験することができない源流体験や実
際のものづくりを行う場が与えられる。 
「木の駅」の取り組みは、森林所有者や森林ボランティ
アが「間伐材を搬出して収益を得る」という行為を容易
にし、森林資源の活用に直接的にかかわることができる
ようにした画期的な取り組みであると考える。 
利用されずにいた間伐材が地域通貨と交換され、地域
の資源が地域通貨となって地域内で循環する。地域通貨
は「木の駅」の取り組みが地域の経済やコミュニティー
の活性化に貢献する重要なツールであると考えられる。 
薪を利用した地域内コミュニティーの事例においては、
子ども達が里山に入ることで、自然観察や森林整備など
の体験的な学習を行うことができ、生産された薪は他の
学校や祭りなどで配布するなど薪を中心とした地域のコ
ミュニティーが形成されている。 
 
４．	 結論 
(１)結論	 
これまで林産業を活性化する方法として大型バイオマ
ス発電やインフラ整備などハード面のみが取り上げられ、
地方社会問題と切り離されて論じられてきた。 
しかし、全ての林産業を営む村や町が大規模な政策・
技術導入が可能なわけではない。むしろ経済的な面から
資金が足りず、技術導入をしたくてもできなのが現状で
ある。また少子高齢化に伴い人材不足が深刻である。新
しい技術を導入できたとしてもそれを担う従事者がいな
ければ意味がないのである。むしろこれからの林産業活
性化のためにはハード面の解決案を模索するよりもソフ
トの面、つまり内と外の仮想的なコミュニティーを形成
することで林産業の活性化の起点を生み出した方が効果
的である。 
(２)終わりに	 
林業にとって、木を「使う」人たちとの連携は不可欠
である。森林・林業基本計画の中にも、「国民の参加と
合意を得つつ」21 世紀を森林の世紀にする、という考え
方が謳われている。しかし具体的にどうするのか、方法
の確立はされていないままである。 
林業を営む人達は、自分たちがどんなに頑張っている
かということを積極的に語るべきではないだろうか。そ
して、市民から「私たちにできることはありませんか」
と言ってもらうような関係を築いていく事が重要である。
そのためには、彼らと意志を通わせるための共通の言葉
が必須になると考える。 
川下側は、森林や自然の大切さと原理を理解し、自分
たちに何ができるか、ということをわかっている必要が
ある。川上側と川下側がコミュニティーを形成し連携し
ながら共に森をつくり、地域の環境をつくるためのサポ
ートを引き出すということが大切であると考える。 
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